
 

令和７年度 学校評価報告書（目標設定） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 

教
育
課
程 

学
習
指
導 

①共生社会の実現に
貢献できる人材の
育成に向けて、イ
ンクルーシブな学
習環境を構築し、
協働的な学びを通
じた相互理解の深
化につながる教育
課程の編成や学校
行事の精選・充実
に取り組む。 

 
②１人１台端末を効
果的に活用した個
別最適な学びの充
実により、総合的
な探究の時間の充
実を図るととも
に、主体的に学ぶ
意欲を高め、学ぶ
喜びのある授業を
実践する。 

 

①インクルーシ
ブな環境にお
ける協働的な
学びを通じて、
生徒一人ひと
りの適性や関
心を伸ばし、幅
広い進路選択
から進路実現
を目指す。 

 
 
②１人１台端末
を効果的に活
用した個別最
適な学びの充
実のために、教
員や生徒が実
践しやすい環
境をつくる。 

①基礎的な学習の徹
底と発展的な学習
の展開ができるよ
うな教育課程を編
成する。 

 
 
 
 
 
 
 
②ICT 機器を活用しや
すい環境整備や取
扱い方法のマニュ
アル化を昨年度行
ったのでその状態
を持続させるよう
維持管理する。 

①３年間を通じ、生徒
が主体的に学ぶこ
とができる教育課
程を編成できたか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
②支障なく生徒・職員
がICT機器を使用で
きるか。 

２ 

生
徒
指
導
・
支
援 

①生徒一人ひとりの
状況に応じた組織
的な指導・支援体
制の充実を図ると
ともに、安心・安全
でインクルーシブ
な学校づくりを推
進する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
②学校行事や部活動
等の活性化を通し
て、インクルーシ
ブな人間関係の構
築に向けた生徒の
主体的な取組みを
促す。 

①生徒一人ひと
りの状況に応
じたきめ細や
かな指導・支援
体制の充実と、
すべての生徒
が安心して学
べる環境の整
備を更に推進
する。 

 
 
 
 
 
 
 
②学校行事の運
営や委員会、部
活動等におい
て生徒が主体
性・自主性を発
揮し、その達成
感や充実感を
自ら得ていく
力を養い、心身
ともに成長で
きるよう、生徒
活動の活性化
や部活動加入
生徒の満足度
の向上を図る。 

 

①「かながわ子どもサ
ポートドック」の取
組を推進し、生徒の
状況や課題を適切
に情報共有し、ニー
ズに応じた支援を
行う。 

①講話等を通して、人
権や生命尊重の意
識を醸成する。特に
交通安全教育にお
いて、生徒向けの講
座を効果的に計画
するとともに、自転
車ヘルメットの着
用率向上に努める。 

 
②生徒会や委員会、部
活動等の安心安全
な活動を確保し、学
習との両立が図れ
るよう支援してい
く。 

②生徒の意見や発想
を尊重し、持続可能
な学校行事となる
よう、文化祭では会
場設営、体育祭では
プログラムの検討、
改善を進める。 

①学年会議やケース
会議、SC・SSW との
情報共有や学習環
境の整備を通じて、
生徒一人ひとりの
状況に応じた支援
を実施できたか。 

①各種講座のアンケ
ート結果等で、生徒
の意識の向上が見
られたか。ヘルメッ
トの着用率向上が
見られるか。 

 
 
 
 
②学校行事や部活動
等を通して生徒の
主体性、自主性を引
き出すことができ
たか。また、生徒は
充実感や達成感を
得られたか。 

②部活動の活性化は
図れたか。また生徒
会活動、部活動等が
安心安全に行えた
か。 

 



 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

３ 

進
路
指
導
・
支
援 

①生徒自身が考え、
進路希望の実現に
向けた行動をする
など、生徒の主体
性を育むキャリア
教育を組織的・計
画的に実践する。 

 
 
 
②インクルーシブ教
育実践推進校とし
て、生徒一人ひと
りの社会接続を実
現するために、て
いねいな進路支援
を行う。 

①総合的な探究
の時間を軸に
した体系的か
つ組織的なキ
ャリア教育を
実践し、希望す
る進路の実現
を支援する。 

 
 
②特別募集生徒
だけでなくす
べての生徒に
対して多様な
進路希望に対
応した進路支
援が行えるよ
う、校内体制の
見直しを行う。 

①総合的な探究の時
間を通して興味関
心の幅を広げ、進路
意識を高め、生徒自
身が進路について
深く考えられるよ
うにする。そしてそ
の実現に向けて、希
望に応じた進路ガ
イダンス等の拡充
を図る。 

②「進路実践」の授業
で蓄積してきた生
徒一人ひとりの社
会接続を実現させ
る支援方法につい
て校内で共有し、組
織的な進路支援を
実践する。 

①総合的な探究の時
間の発表において、
主体性、探究心、課
題解決能力の高ま
りが見られたか。 

①生徒の進路実現に
向け、実態に即した
適切な支援が行え
たか。 

 
②多様な進路希望に
対応した校内体制
が構築できたか。 

②上級学校卒業後の
社会接続まで見据
える、長期的な視点
を持った進路支援
が行えたか。 

 

４ 

地
域
等
と
の
協
働 

①インクルーシブ教
育実践推進校とし
ての本校の取組み
を地域に情報発信
するとともに、生
徒の地域理解・研
究と地域貢献を通
じ、連携と協働を
推進する。 

 
 
 
 
②地域防災の推進や
情報交換等を通じ
て、近隣地域との
連携を推進する。 

①Web ページや
SNS による本
校の教育活動
や地域貢献の
取組みの発信
を強化すると
ともに、学校説
明会等の充実
により参加者
を増加させ、入
学志願者の増
加につなげる。 

②紙上防災訓練
(緊急時避難、
DIG)、火災・地
震想定の避難
訓練、帰宅困難
生徒対応訓練
(避難所開設訓
練)を実施する
際に、近隣地域
との関りを深
められる内容
のものにする。 

①アンケート等で足
柄高校を志望校と
した理由を把握し、
生徒や保護者の期
待に応えた広報活
動を実施する。志願
者増のためのナー
チャリングの有効
性を検討する。 

①教職員と生徒が協
力して学校説明会
を実施する。 

 
②校内の防災関係の
マニュアルを整備
し、在校生対応のみ
ならず、近隣地域と
連携できるような
メニューを考えて
いく。 

①Web ページやＳＮＳ
の更新頻度が上が
ったか。 

①入学者選抜で志願
者が増加したか。学
校説明会等に参加
した生徒が入学し
たか。 

①学校説明会の運営
に参加した生徒が
充実感を得られた
か。 

 
②近隣地域との情報
交換および連携を
十分に取ることが
できる企画を実施
することができた
か。防災避難体制の
整備を進められた
か。 

５ 

学
校
管
理 

学
校
運
営 

①学校全体で教育環
境に対する課題を
共有し、校内施設
と教育活動のバリ
アフリー化を進め
るとともに、安心・
安全な学校づくり
を組織的・計画的
に推進する。 

 
 
 
 
 
 
②不祥事防止に努
め、実効性の高い
組織的な取組みを
行う。 

①生徒の生活環
境を整え、安全
でストレスの
少ない学校生
活が送れるよ
う、物品、施設
面で配慮する。 

①校務のＤＸ化
による職場環
境の整備を通
じて教職員の
働き方改革を
行い、ゆとりを
もって生徒に
対応できる時
間を確保する。 

②不祥事防止研
修を継続的に
実施し、全校体
制での防止策
強化に取り組
む。 

①生徒からの要望を
聞く体制を整え、学
校生活を物品・施設
面の管理・補充によ
り支える体制を整
える。 

①新たな学校・家庭間
の連絡システムや
採点システムの導
入、業務アシスタン
トの一層の活用に
より、教職員が行う
業務の整理と精選
を進める。 

 
②毎月定期的に不祥
事防止研修を開き、
職員全体に注意喚
起するとともに、
個々に自己点検を
行い、不祥事防止を
自分事としてとら
える機会とする。 

①事務室と連携を取
り、生活用品の補充
や補修を適切に行
ったか。 

①企画会議、グルー
プ・学年の会議等を
通じて業務内容や
業務遂行手順の見
直しを行ったか。 

 
 
 
 
 
 
②場面に応じた注意
点や改善点の共有
など、組織的な不祥
事防止を実践でき
たか。 


